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国立研究開発法人国立がん研究センター理事会（平成 27 年度第 4 回）議事録 

 

日 時  平成 27年 7月 31日（金）10：00～11：45 

場 所  国立研究開発法人国立がん研究センター 第 1会議室 

出席者   堀田知光理事長 児玉安司理事 松本洋一郎理事 門田守人理事 中釜斉理事 

 小野高史監事 長崎武彦監事 

 

議事概要 

Ⅰ.理事会（平成 27年度第 3回）議事録の確認 

 ・資料のとおり了承された。 

 ・議事録署名人を門田守人理事と小野高史監事にお願いした。 

 

Ⅱ.審議事項 

１． 省エネルギー推進委員会の決定事項について 

・７月１０日に開催された築地キャンパス省エネルギー推進委員会において報告があ

った４月から６月までの電気ガス使用量、料金について報告がなされた。また、同委

員会において審議した再利用水処理装置の限外ろ過 UF膜交換及び LEDへの切り替えに

ついて重要な投資へ繋がることから審議事項として説明がなされた。 

・LEDについては、既に実証されている省エネ対策であり、トライアルの場所の選定や

規模、期間について検討すべきとの意見が出された。 

・東京都条例による CO2排出削減計画は、未達成となっているため、違約金の支払い

が発生することは、５月の理事会で説明したとおり。今後、これら基準を満たすため

の検討を行っていく。 

・限外ろ過 UF膜交換は、承認された。 

・LEDへの切り替えは、トライアルの規模を再検討のうえ実施していくことで承認され

た。 

 

 

Ⅲ.報告事項 

１．NEXT跡地利用計画について 

  ・NEXT整備後の既存の病院棟に発生する空きスペースについての利用計画について資

料に基づき説明がなされた。 

・NEXT整備計画の一環として全体計画の中に予算は組み込まれており、将来の病院建

て替えまでの長期にわたる利用方針であるとの説明がなされた。 

・説明資料の方向で調整を進めて行くことについて了承され、具体的な計画となった

時点で理事会において審議することとした。 

    

２．都道府県がん診療連携協議会からの提案（案）について 

・７月３日に第３回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会が開催され、同協議会の

総意として、がん対策加速化プランを推進するための提案書を厚生労働省健康局へ提

出するとの報告がなされた。 

・CRCの育成、教育は国レベルで行う必要があるとの意見が出された。 
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３．全国がん（成人病）センター協議会からの提案（案）について 

  ・全国がん（成人病）センター協議会として、平成２８年度診療報酬改定に向けて厚

生労働省保険局長に対して提案書を提出する予定であるとの報告がなされた。 

  ・専門医制度のあり方について、日本専門医機構に対して提案書を提出する予定であ 

るとの報告がなされた。 

 

４．がん情報サービス「がん登録・統計」サイトの開設 

  ・現在のがん登録・統計のページが、医療者向け、一般向けと分かれているが、見や

すさ、検索のしやすさ等、また、全国がん登録の制度創設もありサイトの構成を再

構築したとの報告があった。 

 

５．がんと就労白書 2014-2015公開 

  ・日経ビジネスオンラインスペシャルに掲載された「がんと共に働く 知る・伝える・

働きだす」の内容を再構成し、「がんに対する意識調査 2015」のサマリーを加えて「が

んと就労白書 204-2015」として公開したことについて報告がなされた。 

 

６．第１０回健康・医療戦略参与会合 

  ・７月７日に第１０回健康・医療戦略参与会合が開催され、堀田理事長が参与として

資料を提出した内容について報告がなされた。 

 

７．第４回ゲノム医療実現推進協議会 

  ・７月１５日に第４回ゲノム医療実現推進協議会が開催され、協議会としての中間と

りまとめ（案）が提示され、ゲノム医療実現に向けた診療・研究体制の概念図や具体

的な取り組みに関する行程表について報告がなされた。 

  ・データベースの構築、解析等、まだ発展段階であり今後、どのような体制で進んで

いくのか注視したいとの意見が出された。 

 

８．広報実績について 

  ・６月２３日から７月２４日までの間にあったプレスリリース、取材申込み等につい

て報告がなされた。 

 

９．平成２６年度研究費監査実施報告について 

  ・平成２６年１０月から平成２７年６月までの間に公的研究費の管理・監査のガイド

ラインに基づき、リスクアプローチによる対象データを抽出する方法により実施し

た内部監査について監査実施報告がなされた。 

  ・監査について、生産的に考えて指摘事項の防止策、予防策についてアドバイスも必

要との意見が出された。 

  ・外部の監査については、JST、AMED、会計検査院の監査がある旨報告がなされた。 

  ・監査の内容についてはコンプライアンス講習会で職員に周知している旨報告がなさ

れた。 
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１０．平成２７年６月分月次決算と平成２６年度決算（組織別） 

  ・平成２７年６月分月次決算及び組織別平成２６年度決算について報告がなされた。 

  ・組織別決算について、各組織の長が活用できるよう月次の計数も示し、活用方法を

考えるべきとの意見がだされた。 

  ・共通経費の配分方法については、各組織の長が認識すべきとの意見が出された。 

  ・各職場において職員に経営状況を認識頂き、それぞれが実施したことの成果として、

経営への参加意識、達成感等が得られるよう指導をお願いする。 

  ・経営指標において、NCCの特色を出していくべきとの意見が出された。 

 

１１．臨床研究中核病院の承認について 

  ・本日、中央病院の臨床研究中核病院の指定について厚生労働省から社会保障審議会

医療分科会において承認して差し支えないとの意見になったとの連絡があったので

報告する。 


